











補助金に基づいて、2009 年までに欧州 32 か国 165 大学で実施されてきた。そして、大学教育の質
向上アプローチとしての有効性が評価され、ラテン・アメリカ（33 か国 200 大学）、アフリカ（31
か国 60 大学）、ロシア（29 大学）を先駆けに、米国、中国、インドを含む各国で試行・導入されて
きた（International Tuning Academy, 2014）。 
チューニングの方法論は、経済協力開発機構による高等教育における学習成果調査
（OECD-AHELO）フィージビリティ・スタディにおける経済学と工学分野のテスト開発でも活用さ
れた。国立教育政策研究所は、平成 20～24 年度に、この OECD-AHELO フィージビリティ・スタデ
ィに、OECD よりテスト問題開発の委託を受けた AHELO コンソーシアムの一員として、更に文部
科学省よりテストの国内実施の委託を受けたナショナル・センターとして参画し、チューニングに



























International Tuning Academy. Tuning Academy. 
（tuningacademy.org/wp-content/uploads/2015/01/Tuning_Academy_brochure.pdf, 2015 年１月 10 日アク
セス）。 
国立教育政策研究所平成 25 年度教育改革国際シンポジウム「Tuning-AHELO コンピテンス枠組みの共有
と水準規定によるグローバル質保証」（平成 25 年 12 月 10 日開催）
（http://www.nier.go.jp/06_jigyou/symposium/i_sympo25/index.html）。 
国立教育政策研究所国際シンポジウム「学問分野のチューニングによる学位プログラムの設計‐ユタ州
立大学と米国歴史学会の経験から導く政策への示唆」（平成 26 年８月 28 日開催）
（http://www.nier.go.jp/koutou/heps_nier5.html）。 
 
